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個人・ 

グループ名 
九州産業大学地域貢献実践スタジオ 大学名 九州産業大学 

作品名 積み木であかりのワークショップ 童話「仙崎～光の港町～」を題材に 人数 ９名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長門おもちゃ美術館（山口県長門市）での実践成果（子どもたちの作品）「仙崎～光の港町～」 
 

概 要 

本研究・実践は、イタリア・レッジョ・エミリアにおける光を活用した造形教育に着想を得ながら、日本の小学校図画工作科において光や

あかりを扱う授業が少ない現状を課題として設定したものである。私たちは「光と影の美」をテーマに、子どもたちが自由に遊び、探究でき

る環境を構築し、「あかりの質は光源・反射材・遮蔽材のバランスで決まる」という知見を体験的に学べるワークショップを開発した。これ

は芸術と科学を融合させた教材開発の新たな試みであり、学生の創造性や教材開発力を高め、教師力の向上にも資するものであると考える。   
 

題材童話の役割  

ワークショップの実践に先立ち、題材童話「せんざき～ひかりの みなとまち～」を創作した。紙飛行機こーきが光やあかり、色とりどり

の世界を旅する物語は、子どもたちに「光のありか」を探す想像力を喚起する。特に「せんざき ひかりの みなとまち」では、山口県長門

市仙崎を舞台に、地域の自然や歴史、産業等を背景に光の美しさを描いている。 題材童話の一部分を以下に紹介する。   
 

せんざき～ひかりの みなとまち～ 
 

ぼくは かみひこうきの こーき。 かぜに のって あかりの ありかを たびしているんだ。 
きょうは やまぐちけん ながとしの せんざきに やってきたよ。 
うつくしい やまと うみに かこまれた まちだね。 ここは にほんかいに めんした みなとまちだ。 
しおかぜが とても ここち いいね。 むかし むかしは くじらを とりにいく きちが あったんだって。 

 

この童話は、主人公こーき以外の絵が描かれないため、子どもたちが自らの想像力で場面を補完する余地を残している。読書体験と造形活

動が自然に結びつき、子どもたちは「読書感想光」としてLED（光源）と積み木（反射材・遮蔽材）で場面を立体的に表現する。童話は単な

る導入教材ではなく、光の美しさを探究するための「物語的基盤」として機能し、芸術的感性と科学的理解を同時に育む役割を果たしている。   
 

ワークショップの工夫 

従来は大判ロール紙に地図を印刷していたが、今回は強度のある黒色プラスチック段ボールを基盤とし、道路・鉄道・海岸線をビニールテ

ープで描くことで、巨大な「カーナビのナイトモード」を想起させるプラットフォームを考案した。これにより、参加者全員で「ひかりのま

ち」を作り上げる共同制作が可能となり、地域の地図を俯瞰する体験も提供できた。最終的には仙崎の尖角洲の海岸線を活かし、クリスマス

ツリーへと仕上げることで、地域性と季節感を融合させた作品となった。実践記録動画 https://www.facebook.com/reel/3572347132908107 
 

学生の関わり 

私たち学生は教材開発者として、光源・反射材・遮蔽材の組み合わせを試行錯誤し、子どもたちが安全かつ自由に扱える素材として LED

（ULANZI）と積み木（BRIO）を選定した。また、童話を基盤に読書体験と造形活動を結びつける新しい表現方法を構築し、子どもたちの探究

を促すファシリテーションを担った。これらの研究・実践を通じて、学生は教材開発力・創造性・教育的支援力を同時に高めることができた。 

また教育的効果を検証するため、以下の評価方法を導入した。①観察評価：子どもたちが光の性質をどのように理解し、表現に活かしてい

るかを観察した。②作品評価：完成した「読書感想光」や「ひかりのまち」の作品を、創造性・科学的理解・共同性の観点から分析した。③

自己評価・相互評価：子どもたち自身が「美しいあかりを作るために工夫した点」を振り返り、他者の作品の良さを言語化した。④学生の振

り返り：教材開発の過程で得た学びや課題を記録し、次回以降の改善点を明確化した。（11月23日、長門おもちゃ美術館において実践） 

 

https://www.facebook.com/reel/3572347132908107

